
（埼玉県）

重
伝
建
を
中
心
市
街
地
に
持
つ
稀け

う有
な
中
核
市

市
制
１
０
０
年
に
向
け
た
多
彩
な
ま
ち
づ
く
り
！

重
伝
建
20
周
年
と
市
制
施
行
１
０
０
周
年

　
《
小
江
戸
・
川
越
》の
愛
称
で
知
ら
れ
る
埼
玉
県
川

越
市
は
昨
年
12
月
１
日
、
小
江
戸
の
愛
称
の
ゆ
え
ん

で
あ
り
、
象
徴
と
も
い
え
る
中
心
市
街
地
「
一
番
街

と
そ
の
周
辺（
約
７
・
８
ha
）」の「
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区（
重
伝
建
）」選
定（
平
成
11
年
12
月
１

日
）
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
の
関
連
事
業
を
住
民
と
の
協
働
で
開
催
し
た
。

　

重
伝
建
選
定
記
念
日
の
12
月
１
日
は
、
偶
然
に
も

川
越
市
が
98
年
前
の
大
正
11（
１
９
２
２
）年
、
埼
玉

県
で
初
め
て
認
め
ら
れ
た
市
制
施
行
の
記
念
日
、「
市

民
の
日
」と
も
重
な
る
。
か
く
し
て
２
年
後（
令
和
４

年
＝
２
０
２
２
年
）
の
12
月
１
日
、
川
越
市
は
市
制

施
行
１
０
０
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。

　

川
越
市
で
は
そ
れ
に
先
駆
け
、
今
年
４
月
末
に

「
川
越
市
市
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業
基
本
構

想
」
を
策
定
。
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
末
日

ま
で
を
Ｐ
Ｒ
期
間
に
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
末
日
ま
で
を
記
念
事
業
期
間
に
す
る
旨
を
発
表
し

た
。
今
年
は
そ
の
準
備
期
間
と
し
て
「
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
」や「
記
念
事
業
の
ア
イ

デ
ア
募
集
」
な
ど
を
、
市
民
お
よ
び
市
内
在
勤
者
・

在
学
者
な
ど
の
関
係
人
口
を
対
象
に
広
く
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
区
域
に
よ
る
埼
玉
県
が
発
足

し
た
の
は
明
治
９
年
だ
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
川
越
町

（
当
時
）は
既
に
県
南
西
部
の
中
心
都
市
に
な
っ
て
い

た
と
は
い
え
、
な
ぜ
県
庁
所
在
地
（
当
時
は
旧
浦
和

町
）
よ
り
も
先
に
、
市
制
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
そ
れ
は
当
時
の
埼
玉
県
内
に
お
い
て
、
川
越
町

が
最
も
繁
華
な
商
業
地
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
商
業
地

と
し
て
の
川
越
の
繁
栄
は
、
江
戸
時
代
の
旧
川
越
藩

か
ら
続
く
伝
統
で
し
た
。
川
越
は
新
河
岸
川
の
舟
運

を
活
用
し
た
物
資
の
輸
送
な
ど
に
よ
り
、
大
消
費

地
・
江
戸
と
常
に
直
結
し
て
い
た
た
め
、
経
済
的
に

も
文
化
的
に
も
江
戸
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
し

た
。
付
随
し
て
、
荒
川
・
入
間
川
な
ど
の
河
川
、
伊

佐
沼
な
ど
の
池
沼
の

豊
富
な
水
源
を
活
用

し
、
農
業
生
産
地
と
し
て

も
繁
栄
し
ま
し
た
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
が
行
き
交
う
生
産
・

物
流
の
拠
点
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
事
情
は

お
お
む
ね
、
現
代
も
同
様
で
す
。

　

例
え
ば
都
心
部
か
ら
30
㎞
圏
内
に
あ
る
川
越
市

の
商
業
地
、
観
光
地
、
住
宅
地
と
し
て
の
立
ち
位

置
。
常
に
県
内
上
位
の
農
家
戸
数
・
耕
地
面
積
を

維
持
す
る
農
業
生
産
地
、
県
内
最
大
級
の
出
荷
額

を
誇
る
、
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の
繁
栄
。

鉄
道
、
高
速
道
路
、
国
道
16
号
や
２
５
４
号
な
ど

の
充
実
し
た
道
路
網
に
よ
る
物
流
の
好
適
地
と
し

市 政 ル ポ 川
か わ ご え

越市

川
か わ い

合善
よしあき

明
川越市長
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て
の
現
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
継
承
さ
れ
て
い

る
の
で
す
」

　

平
成
21
年
２
月
に
就
任
後
、
現
在
３
期
12
年
目
を

迎
え
て
い
る
川
合
善
明
川
越
市
長
の
こ
の
言
葉
に

は
、
川
越
市
の
伝
統
的
か
つ
多
彩
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
数
々
が
、
ま
さ
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

川
越
市
は
全
国
に
１
２
０
カ
所（
令
和
２
年
７
月
現

在
）あ
る
重
伝
建
地
区
の
中
で
、
東
京
都
心
部
か
ら
最

も
近
い
、
と
い
う
よ
り
、
ほ
ぼ
隣
接
す
る
唯
一
の
存
在

だ
。
徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
以
来
、
川
越
に
は
江
戸

の
北
西
の
守
り
を
担
う
重
要
拠
点
と
し
て
川
越
藩
が

置
か
れ
、
舟
運
用
に
整
備
さ
れ
た
新
河
岸
川
の
存
在

と
と
も
に
、
中
山
道
と
つ
な
が
る
幹
線
道
・
川
越
街

道
（
国
道
２
５
４
号
）
な
ど
を
通
じ
、
江
戸
と
関
東
甲

信
越
地
方
な
ど
を
つ
な
ぐ
人
流
・
物
流
の
結
節
点
と

し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

関
東
の
要
と
し
て
の
川
越
の
地
理
的
特
性
を
見
抜

き
、
城
下
町
と
し
て
の
基
礎
を
最
初
に
造
っ
た
の
は

室
町
時
代
の
武
将
・
太
田
道
灌
だ
が
、
川
や
池
沼
が

豊
富
な
低
湿
地
に
鳥
獣
が
多
く
生
息
し
た
川
越
は
鷹

狩
り
の
好
適
地
で
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
も
し

ば
し
ば
来
訪
し
た
。
歴
代
の
藩
主
を
酒
井
氏
、
堀
田

氏
、
松
平
氏
な
ど
有
力
な
譜
代
大
名
が
勤
め
、
大
老

や
老
中
が
多
く
輩
出
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
背
景
も
含
め
、
川
越
は
城
下
町
と
し
て

も
商
業
地
と
し
て
も
、
圏
域
を
け
ん
引
す
る
中
核
的

位
置
付
け
が
近
世
か
ら
な
さ
れ
、
ひ
い
て
は
大
正
11
年

の
埼
玉
県
内
初
の
市
制
施
行
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

豊
か
な
歴
史
遺
産
と
歩
む 

都
市
の
課
題
と
喜
び

　

さ
ら
に
、
重
伝
建
に
選
定
（
種
別
は
《
商
家
町
》、

選
定
要
件
は
《
伝
統
的
建
造
物
群
が
全
体
と
し
て
意

匠
的
に
優
秀
な
も
の
》）さ
れ
る
よ
う
な
歴
史
的
遺
構

の
多
い
地
区
が
、
観
光
地
・
川
越
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
が
現
在
も
中

心
市
街
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
重
伝

川越市

さいたま市

慶安元年（1648年）に藩主松平信綱の奨励で始まった恒例の川越まつり

川越市の中心市街地にある重伝建地区の中心・一番街
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建
の
ま
ち
と
し
て
の
川
越
市
の
魅
力
と
独
自
の
個
性

が
あ
る
。
同
時
に
そ
の
こ
と
が
中
核
市
（
平
成
15
年

〜
）
と
し
て
圏
域
を
け
ん
引
す
る
責
務
も
有
す
る
現

代
都
市
・
川
越
市
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
課
題
の
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
課
題
と
は
、
後
に
述
べ

る
交
通
渋
滞
だ
。

　

川
越
市
の
重
伝
建
地
区
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
構

築
さ
れ
た
町
割
が
濃
厚
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
実

は
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
15（
１
６
３
８
）年
の
大
火

で
城
下
町
の
３
分
の
１
が
焼
失
し
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
の
再
建
に
よ
っ
て
城
下
町
と
し
て
の
構
造
は
よ
り

確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
明
治
時
代

に
も
何
度
か
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
明
治
26（
１
８
９
３
）年

の
《
川
越
大
火
》
だ
。
そ
の
際
も
商
業
地
を
中
心
に
、

町
の
３
分
の
１
が
焼
失
し
た
。
そ
こ
で
盛
ん
に
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
重
伝
建
地
区
の
特
徴
で

も
あ
る
耐
火
性
を
意
識
し
た
蔵
造
り
の
建
物
だ
。
一

方
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
空
襲
な
ど
に
よ
る
戦
火
は

免
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
川
越
市
の
町
並
み
は
、
江

戸
時
代
の
町
割
を
基
盤
に
、
旧
川
越
城
の
本
丸
御
殿

や
喜
多
院
を
は
じ
め
多
く
の
寺
社
が
形
成
す
る
江
戸

時
代
の
伝
統
と
格
式
に
、
蔵
造
り
が
象
徴
す
る
明
治
・

大
正
の
モ
ダ
ン
な
意
匠
が
混
交
す
る
、
独
特
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
す
に
至
っ
た
。

　

加
え
て
都
心
か
ら
30
㎞
圏
内
、
池
袋
か
ら
鉄
道
で

30
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
か
ら
、
年
間

７
７
５
万
人
（
令
和
元
年
・
入

込
客
数
）
も
の
観
光
客
が
訪
れ

る
人
気
観
光
地
の
座
を
維
持
し

続
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
う

し
た
歴
史
的
・
観
光
的
に
優
れ

た
街
の
構
造
が
、
前
述
の
よ
う

に
深
刻
な
交
通
渋
滞
を
生
み
出

す
要
因
と
も
な
っ
た
。

　
「
川
越
市
に
お
け
る
重
伝
建

選
定
ま
で
の
道
の
り
は
、
重
伝

建
の
制
度
が
開
始
さ
れ
た
昭
和

50
年
代
初
頭
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
ず
伝
統
的
な
建
物
を
詳

細
に
調
査
し
、
蔵
造
り
の
商
家

を
市
の
文
化
財
に
指
定
。
地
元

商
店
街
を
中
心
に
『
町
並
み
委

員
会
』
が
発
足
さ
れ
、
平
成
４
年
に
は
中
心
市
街
地

の
一
番
街
で
電
線
地
中
化
も
実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
重
伝
建
選
定
の
前
段
階
と
し
て
、
平
成
10
年
に『
川

越
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
』
を
制

定
。
翌
11
年
に
川
越
市
川
越
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
お
よ
び
中
央
通
り
線
の
縮
小
変
更
の
都
市
計
画

決
定
。
同
年
に
、
国
の
重
伝
建
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
四
半
世
紀
も
の
期
間
を
か
け
て
着
々

と
進
め
、
成
就
し
た
計
画
で
し
た
。

　

し
か
し
、
重
伝
建
選
定
を
受
け
れ
ば
当
然
、
中
心

市
街
地
で
の
道
路
の
拡
幅
は
不
可
能
で
す
。
江
戸
時

代
初
期
以
来
の
町
割
で
す
か
ら
、
車
道
は
２
車
線
の

確
保
が
や
っ
と
。
電
線
地
中
化
な
ど
の
整
備
は
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
運
動
を
開
始
し
た
当
初
は
、
こ
こ

蔵造りの建物と並ぶ重伝建地区のシンボル「時の鐘」

江戸末期に建てられた川越城本丸御殿は高知城と並び、全国に２棟しか現存しない
本丸御殿

3代将軍・徳川家光とその乳母・春日局にゆかりのある喜多院は川越を代表する寺
院の一つ（多宝塔）
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川越市　市 政 ル ポ

（埼玉県）

ま
で
車
両
の
数
が
増
え
る
と
は
予
測
で
き
な
か
っ
た

面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
川
合
市
長
）

環
状
道
路
が
も
た
ら
す 

渋
滞
緩
和
へ
の
光
明

　

川
越
市
を
巡
る
交
通
の
概
況
を
こ
こ
で
改
め
て
整

理
す
る
。
ま
ず
鉄
道
は
東
武
東
上
線
、
西
武
新
宿
線
、

Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
３
路
線
11
駅
が
市
内
に
立
地
す
る
。

さ
ら
に
鉄
道
５
社
に
よ
る
相
互
直
通
運
転
が
平
成
25

年
に
開
始
さ
れ
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

の
利
便
性
は
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ
た
。
道
路
網
は
関

越
自
動
車
道（
川
越
Ｉ
Ｃ
）と
国
道
２
５
４
号（
川
越

街
道
）
が
南
北
の
軸
、
国
道
16
号
が
東
西
の
軸
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
こ
へ
平
成
27
年
に
埼
玉
県

内
の
全
区
間
が
開
通
し
た
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道
）
が
加
わ
る
。
圏
央
道
の
他
県
の
残
り

区
間
が
近
々
開
通
す
れ
ば
（
当
初
予
定
は
本
年
全

通
）、
横
浜
・
厚
木
・
八
王
子
・
つ
く
ば
・
成
田
・

木
更
津
な
ど
の
都
市
と
も
直
結
。
ひ
い
て
は
東
名
高

速
道
、
東
北
自
動
車
道
、
常
磐
自
動
車
道
な
ど
と
も

間
接
的
に
連
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
他
県
や
他
都
市
と
川
越
市
を
つ
な
ぐ

大
動
脈
と
し
て
の
道
路
網
は
着
々
と
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
が
、
川
越
市
内
に
入
っ
て
か
ら
の
中
心
市
街

地
の
道
路
が
そ
の
分
、
随
所
で
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
状
態

に
な
り
、
渋
滞
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
事
態
の
解
決
に
向
け
た
方
策
は
、
重
伝
建
指
定

と
中
央
通
り
線（
一
番
街
部
分
）の
計
画
幅
員
の
縮
小

を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
ず
実
施
し
た
の
は
車
を
中
心
市
街
地
の
外
に
止

め
、
内
側
で
は
公
共
交
通（
バ
ス
）を
活
用
す
る
パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
交
通
実
験
や
、
自
転
車
を
併

用
す
る
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
ク
ル
交
通
実
験
な

ど
だ
。
同
時
に
地
元
自
治
会
等
と
の
交
通
円
滑
化
に

向
け
た
協
議
や
、
埼
玉
大
学
と
の
共
同
研
究
、
交
通

社
会
実
験
の
実
施
な
ど
を
並
行
し
て
進
め
た
。
そ
う

し
た
過
程
で
福
音
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の

が
、
川
越
北
環
状
線（
県
道
１
６
０
号
）整
備
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗

だ
っ
た
。

　

川
越
市
の
中
心
市
街
地
東
側
に
は
国
道
２
５
４
号

が
、
南
側
に
は
国
道
16
号
が
通
り
連
絡
し
て
い
る
。

川
越
北
環
状
線
（
全
長
５
・
５
㎞
）
は
国
道
２
５
４
号

と
中
心
市
街
地
の
北
側
（
福
田
交
差
点
）
で
結
ば
れ
、

南
側（
脇
田
新
町
）で
国
道
16
号
と
結
び
、
合
わ
せ
て

ひ
し
形
の
よ
う
な
形
を
描
き
つ
つ
、
中
心
市
街
地
の

周
囲
を
巡
る
都
市
計
画
道
路
だ
。
平
成
元
年
の
当
初

の
計
画
で
は
、
お
お
む
ね
20
年
後
に
全
線
開
通
の
予

定
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
川
越
線
お
よ
び
東
武
東
上
線
と
交
差
す
る
部

分
の「
高
架
化
」か「
地
下
化
」に
関
し
て
、
地
元
と
の

合
意
形
成
に
時
間
を
要
し
た
が
、
多
く
の
課
題
も
一

つ
ず
つ
克
服
さ
れ
て
い
き
、
約
30
年
の
期
間
を
経

て
、
昨
年
３
月
に
つ
い
に
全
通
。
既
に
交
差
点
で
の

渋
滞
の
軽
減
化
、
移
動
時
間
の
短
縮
な
ど
の
効
果
が

出
て
い
る
と
い
う
。
特
に
物
流
を
担
う
大
型
車
の
北

環
状
線
へ
の
迂う
か
い回

が
目
立
つ
と
い
う
現
況
報
告
は
、

中
心
市
街
地
の
渋
滞
緩
和
の
課
題
解
決
に
向
け
、
大

き
な
光
明
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
た
だ
理
想
的
に
は
、
全
て
の
区
域
で
４
車
線
化

が
実
現
す
れ
ば
、
北
環
状
線
の
効
果
は
さ
ら
に
大
き

昨年12月に開催された重伝建選定20周年の記念シンポジウム

交通渋滞緩和と観光振興のカギになるパーク・アンド・サイクル
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く
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
２
車
線
区
間
（
小
室
〜

脇
田
新
町
）
が
ま
だ
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
埼
玉
県
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
２
車
線
区

間
の
４
車
線
化
を
少
し
で
も
早
く
実
現
し
て
い
く
こ

と
で
、
市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
物

流
な
ど
各
種
商
用
で
川
越
市
を
拠
点
に
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
な
ど
に
も
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良

い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
現
す
る
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
」（
川
合
市
長
）

　

重
伝
建
地
区
が
中
心
市
街
地
に
含
ま
れ
る
川
越
市

な
ら
で
は
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
交
通
政
策
に

関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
常
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
も
、
懸
案
の
解
決
が
着
実
に
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
都
市
構
造
的
な
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
努
力
と
と
も
に
、
川
越
市
が
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
、
最
も
力
を
傾
注
し

て
い
る
施
策
の
一
つ
が
、
各
種
の
子
育
て
支
援
事
業
だ
。

便
利
な
駅
近
で
展
開
さ
れ
る 

各
種
子
育
て
支
援

　
「
私
は
平
成
21
年
の
市
長
就
任
以
来
、
12
年
間
で

市
内
保
育
施
設
の
定
員
を
約
３
千
人
分
増
や
し
ま
し

た
。
待
機
児
童
は
平
成
21
年
４
月
の
１
７
３
人
が
平

成
31
年
４
月
で
は
20
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
施

設
の
定
員
を
３
千
人
分
増
や
し
て
も
待
機
児
童
が
ま

だ
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
12
年
の
間
に
も
人
口
が

約
１
万
５
千
人
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
子
育
て
世
代

の
社
会
増
が
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
と
同
時

に
、
子
ど
も
を
預
け
て
働
こ
う
と
す
る
意
欲
を
持
つ

女
性
が
、
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
市
制
施
行
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
増
え
続
け
て
き

た
本
市
の
人
口
は
、
平
成
27
年
か
ら
続
い
て
い
る
現
在

の
35
万
人
台
が
ピ
ー
ク
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
働
く
女
性
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
待
機
児
童
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の

努
力
は
、
さ
ら
に
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
本
市
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
35
万

人
台
を
な
る
べ
く
長
く
維
持
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
子
育
て
世
代
の

市
民
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
た
各
種
の
支
援
策
は
、
切
れ
目
な
く
、
多
角
的
に

心
掛
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
川
合
市
長
）

　

川
越
市
の
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
事
例
は
、
例
え
ば
川
越
市
内
11
駅
の
中
で

利
用
者
が
最
も
多
い
川
越
駅
（
東
武
東
上
線
・
Ｊ
Ｒ

川
越
線
）
西
口
駅
前
再
開
発
の
一
環
と
し
て
今
年
６

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
、
11
階
建
て
複
合
施

設《
ユ
ー
プ
レ
イ
ス
》３
階
に
設
置
さ
れ
た
、
川
越
市

民
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に
も
垣
間
見

え
る
。

　

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明

書
の
発
行
や
戸
籍
関
連
の
届
け
出
、
市
税
収
納
な
ど

を
行
う「
川
越
駅
西
口
連
絡
所
」、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
、
子
育
て
中
の
人
か
ら
生
活
困
窮
者
に
至
る

ま
で
の
相
談
に
全
て
応
じ
る
「
福
祉
総
合
相
談
窓

口
」、
川
越
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
一
体
的
に
相
談

に
応
じ
る「
川
越
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
」な
ど
が
入

居
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
相
談
や
手
続
き
に
訪
れ
る

今年6月にオープンした複合施設「ユープレイス」と3階の市民サービスステーション

持続可能なまちづくりの要は各種の子育て支援
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子
ど
も
連
れ
の
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
」も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
注

目
さ
れ
る
の
が「
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」内
に
設
け
ら

れ
た「
川
越
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

機
能
だ
。

　

こ
こ
に
は
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
子
育

て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
が
常
駐
し
、
妊
娠
中
や
子
育
て
中
の
あ
ら
ゆ
る

悩
み
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
ほ
か
、
窓
口
で
解
決
で

き
な
い
相
談
が
あ
れ
ば
、
各
種
の
支
援
機
関
や
専
門

家
へ
と
つ
な
い
で
く
れ
る
。
転
入
者
が
多
く
、
地
縁

を
持
た
な
い
子
育
て
世
代
が
増
え
つ
つ
あ
る
現
代
の

環
境
下
に
あ
っ
て
心
強
い
、
川
越
市
に
お
け
る
子
育

て
世
代
の「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」と

い
え
る
。

　

い
わ
ゆ
る
ワ
ン
オ
ペ
育
児
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る

よ
う
な
風
潮
が
蔓ま
ん
え
ん延
す
る
現
在
、
こ
ど
も
医
療
費
の

支
援
、
保
育
施
設
の
拡
充
な
ど
、
制
度
的
な
各
種
支

援
策
の
整
備
に
加
え
、
こ
う
し
た
直
接
的
な
触
れ
合

い
を
介
し
て
の
相
談
機
能
が
、
便
利
な
駅
前
に
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
「
川
越
駅
西
口
周
辺
地
区
の
再
開
発
は
川
越
市
の

新
た
な
玄
関
づ
く
り
と
も
い
え
る
事
業
で
、
平
成
26

年
３
月
の
駅
前
広
場
改
修
を
皮
切
り
に
、
平
成
27
年

春
に
は
埼
玉
県
・
川
越
市
・
民
間
事
業
者
が
共
同
で

整
備
し
た
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」（
市
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
や
生
涯
学
習
施
設
な
ど
が
入
居
）
を
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
き
た
ユ
ー
プ
レ
イ
ス
の
各

種
相
談
機
能
や
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ウ
ェ
ス

タ
川
越
に
設
置
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
よ
り

駅
に
近
い
ユ
ー
プ
レ
イ
ス
に
移
転
し
た
形
に
な
り
ま

す
」（
川
合
市
長
）

　

川
越
市
で
は
平
成
31
年
４
月
に
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
を
別
地
区
に
設
置
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
の

発
達
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

よ
り
相
談
の
し
や
す
い
ユ
ー
プ
レ
イ
ス
の
窓
口
を
通

じ
て
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
い
で
も
ら

う
事
例
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
令
和
３
年
度
に
は
、
本
川
越
駅
の
近
く
に

も
保
育
機
能
や
子
育
て
支
援
機
能
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
な
ど
を
持
つ「
子
育
て
安
心
施
設
」

を
整
備
す
る
。
同
施
設
の
特
徴
は
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
。
保
育
の
利
用
に
係
る
送
迎
に
困
難
を
抱
え

る
家
庭
の
利
便
性
の
向
上
と
、
子
育
て
を
す
る
家
庭

に
対
す
る
支
援
の
推
進
を
図
る
た
め
、
送
迎
バ
ス
な

ど
で
児
童
の
送
り
迎
え
を
行
う
予
定
だ
と
い
う
。

　

来
夏
に
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ゴ

ル
フ
競
技
が
、
川
越
市
内
に
あ
る
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ

リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
「
川
越
ま
つ
り
」（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
）の
今
年
度
分
開
催（
10
月
17
・
18
日
）が
中
止

に
な
っ
た
の
と
同
様
、
残
念
な
が
ら
予
断
を
許
さ
な

い
が
、
準
備
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
心
市
街
地
が
重
伝
建
地
区

と
い
う
稀
有
な
土
地
柄
を
持
つ
川
越
市
で
は
、
市
制

施
行
１
０
０
周
年
を
目
前
に
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く

り
が
各
分
野
で
多
彩
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の

推
移
が
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
６
月
30
日
）

東京2020オリンピックのゴルフ競技が開催される霞ヶ関カンツリー倶楽部
（写真提供：霞ヶ関カンツリー倶楽部）
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川越の農業を支える天然の沼・伊佐沼は新たな観光の目玉としても要注目の存在
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